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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
三
三
八
〕

判例研究

平
八
3
（
判
時
一
五
七
八
号
五
六
頁
）

日
本
に
居
住
す
る
日
本
人
の
、
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
ド
イ
ツ
人
に
対

す
る
離
婚
請
求
訴
訟
に
つ
き
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
が
肯
定
さ
れ
た

事
例

　
離
婚
等
請
求
事
件
（
平
成
八
年
六
月
二
四
日
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判

　
決
）

　
　
X
女
（
ド
イ
ツ
人
、
被
告
、
被
控
訴
人
、
上
告
人
）
と
Y
男
（
日
本

　
人
、
原
告
、
控
訴
人
、
被
上
告
人
）
は
、
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七

　
年
）
五
月
に
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
当
時
）
に
お
い
て
、
同
国
の
方
式

　
に
よ
り
婚
姻
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
四
年
に
は
長
女
A
が
出
生
し
、

　
一
九
八
八
年
か
ら
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
ベ
ル
リ
ン
市
）
に
居
住
し

　
て
婚
姻
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
九
年
一
月
以
降
、
X

　
女
は
Y
男
と
の
同
居
を
拒
絶
し
た
。
こ
の
た
め
、
Y
男
は
、
同
年
四
月

　
に
旅
行
の
名
目
で
A
を
同
行
し
て
帰
国
し
た
後
、
X
女
に
対
し
て
ド
イ

　
ツ
連
邦
共
和
国
に
戻
る
意
志
の
な
い
こ
と
を
告
げ
、
以
後
、
A
と
共
に

　
日
本
に
居
住
し
て
い
る
。

　
　
X
女
は
、
Y
男
が
日
本
に
帰
国
し
た
一
九
八
九
年
の
七
月
八
日
に
、

ベ
ル
リ
ン
市
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
家
庭
裁
判
所
に
、
X
－
Y
間

の
離
婚
を
求
め
る
訴
を
提
起
し
た
。
こ
の
訴
訟
の
訴
状
、
呼
出
状
等
の

Y
男
に
対
す
る
送
達
は
、
公
示
送
達
に
よ
っ
て
為
さ
れ
、
ま
た
、
Y
男

の
応
訴
の
な
い
ま
ま
に
訴
訟
手
続
が
進
め
ら
れ
た
。
同
家
庭
裁
判
所
は
、

X
女
の
離
婚
請
求
を
認
容
す
る
と
と
も
に
、
A
の
親
権
者
を
X
女
と
定

め
る
旨
の
判
決
を
下
し
、
同
判
決
は
一
九
九
〇
年
五
月
に
確
定
し
た
。

　
他
方
、
Y
男
も
日
本
に
帰
国
し
た
一
九
八
九
年
の
七
月
二
六
日
に
、

浦
和
地
方
裁
判
所
に
、
X
－
Y
間
の
離
婚
を
求
め
る
訴
を
提
起
し
た
。

第
一
審
裁
判
所
は
、
「
婚
姻
共
同
生
活
が
営
ま
れ
た
国
に
夫
婦
の
一
方

が
現
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
右
国
が
専
属
的
に
国
際
裁
判
管
轄

を
有
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
国
際
裁

判
管
轄
を
認
め
、
Y
男
の
訴
を
却
下
し
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て
Y
男

は
控
訴
し
た
。
原
審
は
こ
れ
に
応
え
て
、
「
夫
婦
の
一
方
が
国
籍
を
有

す
る
国
の
裁
判
所
は
、
少
な
く
と
も
、
国
籍
を
有
す
る
夫
婦
の
一
方
が

現
に
国
籍
国
に
居
住
し
、
裁
判
を
求
め
て
い
る
と
き
は
、
離
婚
訴
訟
に

つ
い
て
国
際
的
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
解
す
る
の
が
正
当
で
あ
る
」

と
し
て
、
夫
婦
の
一
方
が
日
本
国
籍
を
有
し
、
日
本
に
居
住
す
る
場
合
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に
は
、
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
肯
定
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
一
審
判
決
を
取
消
し
て
、
事
件
を
一
審
に
差
戻
す
旨
の
判
決
を
下

し
た
。
こ
の
、
原
判
決
を
不
服
と
し
て
、
X
女
が
上
告
し
た
の
が
本
件

で
あ
る
。

　
X
女
の
上
告
理
由
は
、
「
花
　
離
婚
訴
訟
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い

て
は
、
被
告
住
所
地
主
義
が
原
則
で
あ
り
、
原
告
の
日
本
国
籍
と
日
本

居
住
は
、
こ
の
原
則
に
対
す
る
例
外
の
事
由
と
は
な
り
得
な
い
。
旦

原
告
の
日
本
国
籍
と
日
本
居
住
の
み
か
ら
、
離
婚
判
決
の
国
際
裁
判
管

轄
を
認
め
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
判
例
法
に
違
反
す
る
。
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決
は
、
「
離
婚
請
求
訴
訟
に
お
い
て
も
、
被

告
の
住
所
は
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
考
慮
す

べ
き
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
被
告
が
我
が
国
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に

我
が
国
の
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
被
告
が
我
が
国
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原

告
の
住
所
そ
の
他
の
要
素
か
ら
離
婚
請
求
と
我
が
国
と
の
関
連
性
が
認

め
ら
れ
、
我
が
国
の
管
轄
を
肯
定
す
べ
き
場
合
の
あ
る
こ
と
は
、
否
定

し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
我
が
国
の
管
轄
を
肯

定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
法
律
の
定
め
が

な
く
、
国
際
的
慣
習
法
の
成
熟
も
十
分
と
は
言
い
難
い
た
め
、
当
事
者

間
の
公
平
や
裁
判
の
適
正
・
迅
速
の
理
念
に
よ
り
条
理
に
従
っ
て
決
定

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
管
轄
の
有
無
の
判
断
に
当
た
っ
て

は
、
応
訴
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
被
告
の
不
利
益
に
配
慮
す

べ
き
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
他
方
、
原
告
が
被
告
の
住
所
地
国

に
離
婚
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
に
つ
き
法
律
上
又
は
事
実
上
の
障

害
が
あ
る
か
ど
う
か
及
び
そ
の
程
度
を
も
考
慮
し
、
離
婚
を
求
め
る
原

告
の
権
利
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
記
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
は
、
前
記
記
載
の
判
決
の
確
定
に
よ
り

離
婚
の
効
力
が
生
じ
、
被
上
告
人
と
上
告
人
と
の
婚
姻
は
既
に
終
了
し

た
と
さ
れ
て
い
る
（
記
録
に
よ
れ
ば
、
上
告
人
は
、
離
婚
に
よ
り
旧
姓

に
復
し
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
）
が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

右
判
決
は
民
訴
法
二
〇
〇
条
二
号
の
要
件
を
欠
く
た
め
そ
の
効
力
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
婚
姻
は
い
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
仮
に
被
上
告
人
が
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
に
離
婚
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
も
、
既
に
婚
姻
が
終
了
し

て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
訴
え
が
不
適
法
と
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

被
上
告
人
に
と
っ
て
は
、
我
が
国
に
離
婚
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
以
外

に
方
法
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
右
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、

本
件
離
婚
請
求
訴
訟
に
つ
き
我
が
国
の
国
際
裁
判
管
轄
を
肯
定
す
る
こ

と
は
条
理
に
か
な
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
原
審
の

判
断
は
、
結
論
に
お
い
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
論
引
用
の
判

例
（
最
高
裁
昭
和
三
七
年
（
オ
）
第
四
四
九
号
同
三
九
年
三
月
二
五
日

大
法
廷
判
決
・
民
集
一
八
巻
三
号
四
八
六
頁
、
最
高
裁
昭
和
三
六
年

（
オ
）
第
九
五
七
号
同
三
九
年
四
月
九
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
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民
事
七
三
号
五
一
頁
〈
家
裁
月
報
一
六
巻
八
号
七
八
頁
〉
）
は
、
事
案

を
異
に
し
本
件
に
適
切
で
は
な
い
。
論
旨
は
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
所
論
の
点
に
関
す
る
原
審
の
認
定
判
断
は
、
原
判
決
挙
示
の
証

拠
関
係
に
照
ら
し
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
過
程

に
所
論
の
違
法
は
な
い
。
論
旨
は
、
原
審
の
専
権
に
属
す
る
証
拠
の
取

捨
判
断
、
事
実
の
認
定
を
非
難
す
る
か
、
又
は
独
自
の
見
解
に
立
っ
て

原
判
決
を
論
難
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

と
判
示
し
て
、
X
女
の
上
告
を
棄
却
し
た
。

〔
評
　
釈
〕

一
　
判
旨
に
は
若
干
の
疑
問
が
あ
る
。

　
本
判
決
は
、
ド
イ
ツ
人
と
日
本
人
の
離
婚
訴
訟
の
国
際
裁
判
管
轄

に
つ
い
て
、
ま
ず
、
被
告
の
住
所
地
に
国
際
裁
判
管
轄
が
原
則
と
し

て
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
被
告
が
我
国
に
住
所
を
有
し
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
原
告
が
被
告
の
住
所
地
国
に
離
婚
請
求
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
に
つ
き
法
律
上
又
は
事
実
上
の
障
害
が
あ
る
か
ど
う
か

及
び
そ
の
程
度
を
も
考
慮
し
、
離
婚
を
求
め
る
原
告
の
権
利
の
保
護

に
欠
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
次

に
、
被
上
告
人
と
上
告
人
と
の
婚
姻
は
被
告
の
住
所
地
国
で
は
、
そ

の
住
所
地
国
の
判
決
に
よ
り
既
に
終
了
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
我

国
に
お
い
て
は
、
右
判
決
が
民
訴
法
二
〇
〇
条
の
定
め
る
要
件
を
欠

く
た
め
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
婚
姻
関
係
は
終
了
し
て
い
な
い

た
め
、
被
上
告
人
は
、
我
国
に
離
婚
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
以
外
に

方
法
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の
事
情
は
、
離
婚
を
求
め
る
原
告

の
権
利
の
保
護
に
欠
け
る
場
合
に
該
当
し
、
被
告
住
所
地
主
義
の
、

例
外
の
場
合
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
」
を
理
由
と
し
て
、
我
国
に

国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
判
旨
の
論
理
に
従
っ
て
、
渉
外
離
婚
訴
訟
の
国

際
裁
判
管
轄
と
、
外
国
離
婚
判
決
の
承
認
の
要
件
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
試
み
る
。

二
　
渉
外
離
婚
訴
訟
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
判
示
す
る
最
高
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
裁
判
例
に
は
、
最
高
裁
昭
和
三
九
年
三
月
二
五
日
大
法
廷
判
決

（
以
下
大
法
廷
判
決
）
、
及
び
、
最
高
裁
昭
和
三
九
年
四
月
九
日
第
一

　
　
　
（
2
）

小
法
廷
判
決
（
以
下
第
一
小
法
廷
判
決
）
が
あ
る
。
大
法
廷
判
決
は
、

ま
ず
第
一
に
被
告
住
所
地
国
の
管
轄
を
原
則
と
す
る
こ
と
、
他
方
、

原
告
が
遺
棄
さ
れ
た
場
合
、
被
告
が
行
方
不
明
で
あ
る
場
合
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
原
告
の
住
所
地
国
に
も
管
轄

を
認
め
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
は

「
元
」
日
本
人
で
あ
る
上
告
人
に
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
る

と
い
う
、
こ
の
大
法
廷
判
決
の
判
旨
は
、
例
外
事
例
の
類
型
を
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
点
に
の
み
、
先
例
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
と
指
摘
す
る
見
解
も
あ

る
。
実
際
に
、
大
法
廷
判
決
が
示
す
原
則
に
従
い
、
被
告
の
住
所
地

が
我
国
に
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
離
婚
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
な
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か
っ
た
の
が
、
先
に
挙
げ
た
第
一
小
法
廷
判
決
で
あ
る
。
こ
の
両
判

決
が
あ
い
ま
っ
て
、
被
告
住
所
地
国
に
原
則
と
し
て
離
婚
の
国
際
裁

判
管
轄
が
認
め
ら
れ
、
他
方
、
原
告
が
遺
棄
さ
れ
た
場
合
、
被
告
が

行
方
不
明
で
あ
る
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
に
、
例
外
的
に

原
告
の
住
所
地
国
に
も
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
基
準
が
示
さ

れ
た
も
の
と
評
価
し
う
る
。
そ
の
後
の
下
級
審
の
裁
判
例
は
、
一
～

　
　
　
（
4
）

二
の
例
外
を
除
い
て
、
殆
ど
の
裁
判
例
が
、
こ
れ
ら
大
法
廷
及
び
第

一
小
法
廷
の
二
つ
の
最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
考
え
方
を

踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
学
説
は
、
夫
婦
の
い
ず
れ
の
住
所
地
国
に
も
管
轄
を
認
め
る
見
解

（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
、
被
告
の
住
所
地
国
の
み
に
管
轄
を
認
め
る
見
解
及
び
、
そ
の
修

正
説
と
も
言
う
べ
き
見
解
と
し
て
、
被
告
の
住
所
地
国
の
管
轄
を
原

則
と
し
つ
つ
、
遺
棄
・
行
方
不
明
な
ど
特
別
な
事
情
の
あ
る
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
み
、
原
告
の
住
所
地
国
に
も
管
轄
を
認
め
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

先
の
大
法
廷
及
び
第
一
小
法
廷
判
決
と
同
趣
旨
の
第
三
説
が
、
通
説

で
あ
る
。
通
説
の
興
味
は
、
と
り
わ
け
、
原
告
住
所
地
に
管
轄
が
認

め
ら
れ
る
た
め
の
、
特
別
の
事
情
の
明
確
化
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

訴
訟
上
の
当
事
者
間
の
公
平
の
観
点
か
ら
被
告
の
住
所
地
に
管
轄
を

原
則
的
に
認
め
る
一
方
で
、
原
告
の
住
所
地
に
管
轄
を
認
め
て
も
手

続
上
被
告
に
不
公
平
と
な
ら
な
い
場
合
の
明
確
化
で
あ
る
。
よ
り
具

体
的
に
は
、
被
告
の
住
所
地
で
の
訴
訟
で
な
く
て
も
被
告
の
保
護
に

欠
け
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
が
、
こ
れ
に
該
た
る
と
さ

れ
、
大
法
廷
及
び
第
一
小
法
廷
判
決
も
こ
の
意
味
で
評
価
さ
れ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
大
法
廷
及
び
第
一
小
法
廷
判
決
は
、
い
ず
れ
も
外
国

国
籍
を
有
す
る
原
・
被
告
間
で
の
離
婚
訴
訟
で
あ
り
、
日
本
国
籍
を

有
す
る
当
事
者
に
つ
い
て
は
、
先
例
が
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　
本
判
決
の
判
旨
が
、
大
法
廷
及
び
第
一
小
法
廷
判
決
と
同
様
に
、

原
則
と
し
て
被
告
住
所
地
国
に
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
、
他
方
例
外

的
に
、
原
告
の
住
所
地
に
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
る
と
い
う
方
法
を

採
用
し
て
い
る
事
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
下

級
審
の
裁
判
例
や
学
説
に
よ
っ
て
明
確
化
さ
れ
て
き
た
原
告
の
住
所

地
に
管
轄
を
認
め
る
場
合
と
は
、
そ
の
表
現
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い

る
。
の
み
な
ら
ず
、
大
法
廷
及
び
第
一
小
法
廷
判
決
で
示
さ
れ
た
遺

棄
・
行
方
不
明
と
い
っ
た
事
情
は
、
本
件
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
判
決
が
大
法
廷
及
び
第
一
小
法
廷
判
決
を
踏
襲
す
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
件
は
、
遺
棄
・
行
方
不
明
・
そ
の
他
こ
れ
に

準
じ
る
事
情
の
う
ち
の
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
じ
る
事
情
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
じ
る
事
情
も
ま
た
、
あ
く

ま
で
も
、
遺
棄
・
行
方
不
明
に
準
ず
る
べ
き
事
情
で
あ
る
か
ら
、
被

告
の
住
所
地
で
の
訴
訟
で
な
く
て
も
被
告
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
と

は
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
と
言
い
換
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
べ
て
、
本
判
決
で
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
被
告
住
所
地
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国
で
す
で
に
離
婚
が
成
立
す
る
も
、
我
国
で
は
そ
れ
が
承
認
さ
れ
な

い
と
い
う
、
践
行
婚
の
解
消
の
必
要
性
で
あ
る
。
こ
の
事
情
は
、
そ

の
他
こ
れ
に
準
じ
る
事
情
（
被
告
の
住
所
地
で
の
訴
訟
で
な
く
て
も

被
告
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
）
で
は
な

く
、
被
告
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
な
お
、
我
国
に
離
婚

請
求
を
す
る
以
外
に
は
解
消
し
な
い
も
の
と
し
て
、
我
国
に
管
轄
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

認
め
る
理
由
と
し
て
、
提
示
さ
れ
て
い
る
。
周
到
に
も
、
こ
う
し
た

点
を
前
提
に
、
本
件
判
旨
は
、
原
告
住
所
地
に
管
轄
を
認
め
る
と
い

う
い
わ
ゆ
る
例
外
の
場
合
の
表
現
を
、
遺
棄
、
行
方
不
明
と
い
う
表

現
を
さ
け
て
、
「
原
告
の
住
所
そ
の
他
の
要
素
か
ら
離
婚
請
求
と
我

が
国
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
、
我
が
国
の
管
轄
を
肯
定
す
べ
き
場

合
の
あ
る
こ
と
は
、
否
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

場
合
に
我
が
国
の
管
轄
を
肯
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
国
際
裁
判

管
轄
に
関
す
る
法
律
の
定
め
が
な
く
、
国
際
的
慣
習
法
の
成
熟
も
十

分
と
は
言
い
難
い
た
め
、
当
事
者
間
の
公
平
や
裁
判
の
適
正
・
迅
速

の
理
念
に
よ
り
条
理
に
従
っ
て
決
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し

て
、
管
轄
の
有
無
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
応
訴
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
被
告
の
不
利
益
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
他
方
、
原
告
が
被
告
の
住
所
地
国
に
離
婚
請
求
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
に
つ
き
法
律
上
又
は
事
実
上
の
障
害
が
あ
る
か
ど
う
か

及
び
そ
の
程
度
を
も
考
慮
し
、
離
婚
を
求
め
る
原
告
の
権
利
の
保
護

に
欠
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い

う
よ
う
に
、
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
夫
婦
の
一
方
が
日
本
人
で
あ
る
点
で
、
特
に
国
籍
と
の
関

係
で
、
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
判
示
が
な
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
件
の
原
審
判
決
で
は
「
夫
婦
の
一
方

が
国
籍
を
有
す
る
国
の
裁
判
所
は
、
少
な
く
と
も
、
国
籍
を
有
す
る

夫
婦
の
一
方
が
現
に
国
籍
国
の
居
住
し
、
裁
判
を
求
め
て
い
る
と
き

は
、
離
婚
訴
訟
に
つ
い
て
国
際
的
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
解
す
る

の
が
正
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
国
籍
所
属
国
の
本
国
管
轄
を
、
前
提

と
す
る
の
に
対
し
て
、
本
件
判
旨
は
、
原
審
判
旨
が
、
我
国
に
国
際

裁
判
管
轄
を
認
め
る
「
結
論
」
は
是
認
で
き
る
と
す
る
も
、
そ
の
理

由
付
け
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
肯
定
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
国
籍
が

渉
外
離
婚
訴
訟
の
国
際
裁
判
管
轄
の
基
礎
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

む
し
ろ
否
定
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
一
一
外
国
離
婚
判
決
の
承
認
に
関
す
る
学
説
に
は
、
孟
　
民
事
訴
訟

法
二
〇
〇
条
一
号
か
ら
三
号
の
類
推
適
用
に
加
え
て
、
法
例
の
準
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

法
条
件
を
付
加
す
る
も
の
、
ロ
．
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
一
号
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

三
号
の
準
用
を
主
張
す
る
も
の
、
ハ
．
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
全
面

　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

適
用
を
主
張
す
る
も
の
、
さ
ら
に
、
二
．
原
則
と
し
て
、
法
例
の
指

定
す
る
準
拠
法
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
れ
る
準
拠
法
所
属
国
で
の
裁
判

に
よ
る
か
、
ま
た
は
、
当
該
準
拠
法
所
属
国
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
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条
件
と
す
る
（
換
言
す
れ
ば
、
所
説
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
民
事
訴

訟
法
二
〇
〇
条
は
、
我
が
国
の
法
例
が
指
定
す
る
離
婚
準
拠
法
国
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

な
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）
も
の
が
あ
る
。

　
イ
説
は
、
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
が
執
行
を
前
提
と
す
る
財
産
関

係
判
決
の
み
を
対
象
と
す
る
た
め
、
身
分
関
係
形
成
判
決
に
は
、
適

用
が
な
い
と
す
る
。
加
え
て
、
実
体
関
係
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、

我
が
国
の
法
例
が
指
定
す
る
準
拠
法
を
、
判
決
国
に
お
い
て
適
用
し

て
い
た
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

　
ロ
説
は
、
イ
説
が
根
拠
と
す
る
、
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
が
財
産

関
係
判
決
の
み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
点
に
は
、
理
解
を
示
し
な
が

ら
も
、
イ
説
が
要
求
す
る
準
拠
法
要
件
は
、
内
容
審
査
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
、
自
働
承
認
を
定
め
る
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
の
趣
旨
に

反
す
る
と
指
摘
し
て
、
準
拠
法
要
件
を
認
め
な
い
。
し
か
し
、
他
方

で
は
、
相
互
の
保
証
を
要
件
と
す
る
こ
と
で
、
承
認
の
可
能
性
を
低

く
す
る
た
め
に
、
結
果
的
に
践
行
婚
が
発
生
し
や
す
く
な
る
と
い
う

虞
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
条
同
号
の
準
用
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ハ
説
は
、
外
国
判
決
承
認
制
度
が
あ
る
以
上
、
外
国
に
お
け
る
形

成
行
為
の
効
果
に
関
す
る
抵
触
法
的
考
察
は
、
裁
判
所
の
判
決
に
よ

る
形
成
に
つ
い
て
は
後
退
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
準
拠
法
要
件
を

否
定
し
、
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
の
一
部
の
み
の
適
用
を
排
斥
す
る

の
は
、
立
法
論
と
し
て
は
と
も
か
く
、
解
釈
論
と
し
て
は
不
自
然
で

あ
る
と
す
る
。

　
学
説
の
状
況
は
、
必
ず
し
も
決
着
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
と

は
い
え
、
準
拠
法
要
件
を
強
調
す
る
学
説
は
最
近
で
は
見
あ
た
ら
ず
、

ロ
説
は
有
力
説
と
し
て
主
張
さ
れ
、
ハ
説
が
近
時
の
通
説
と
思
わ
れ

る
。　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
学
説
は
、
い
ず
れ
も
、
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇

条
一
号
な
い
し
三
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
争
い
な
く
認
め
て
お
り
、

本
件
の
場
合
に
は
ロ
説
、
ハ
説
の
い
ず
れ
に
た
っ
て
も
結
論
は
か
わ

ら
な
い
。

　
こ
れ
に
比
し
て
、
本
判
決
は
、
我
が
国
に
お
い
て
ド
イ
ツ
離
婚
判

決
が
承
認
さ
れ
な
い
た
め
、
我
が
国
に
本
件
管
轄
を
認
め
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
、
ド
イ
ツ
離
婚
判
決
が
承
認
で
き
な
い
理

由
を
、
判
旨
は
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
は
、
前
記
記
載
の

判
決
の
確
定
に
よ
り
離
婚
の
効
力
が
生
じ
、
被
上
告
人
と
上
告
人
と

の
婚
姻
は
既
に
終
了
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
記
録
に
よ
れ
ば
、
上
告

人
は
、
離
婚
に
よ
り
旧
姓
に
復
し
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
）

が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
右
判
決
は
民
訴
法
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇

条
二
号
の
要
件
を
欠
く
た
め
そ
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

婚
姻
は
い
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
の

み
、
判
示
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
十
分
な
解
釈
を
示
し
て
い
届
と
は

い
い
が
た
い
。
と
は
い
え
、
限
定
な
く
、
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
二
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号
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、
通
説
で
あ
る
ハ
説
（
全
面
適
用
説
）
に

よ
っ
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。

四
　
と
こ
ろ
で
、
財
産
関
係
事
件
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
の
決
定

に
関
し
て
は
、
本
判
決
の
先
例
と
な
っ
た
昭
和
三
九
年
三
月
二
五
日

大
法
廷
判
決
、
同
三
九
年
四
月
九
日
第
一
小
法
廷
判
決
よ
り
も
約
二

〇
年
近
く
遅
れ
て
同
じ
く
最
高
裁
で
下
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
マ
レ
ー
シ

　
　
　
　
　
（
1
3
）

ア
航
空
事
件
判
決
が
あ
る
。
こ
の
マ
レ
ー
シ
ア
航
空
事
件
判
決
の
論

理
は
、
「
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
規
定
は
我
国
に
存
在
し
な
い
こ

と
、
当
事
者
の
公
平
、
裁
判
の
迅
速
・
適
正
を
、
基
本
の
理
念
と
し

て
、
条
理
に
よ
り
こ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

そ
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
民
事
訴
訟
法
の
土
地
管
轄
に
関
す

る
規
定
を
類
推
し
て
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、

成
文
規
範
の
欠
訣
の
場
合
の
妥
当
な
扱
い
を
、
条
理
に
よ
り
ま
た
は
、

類
推
に
よ
り
探
索
す
る
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決
は
、
「
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
法
律

の
定
め
が
な
く
、
国
際
的
慣
習
法
の
成
熟
も
十
分
と
は
言
い
難
い
た

め
、
当
事
者
間
の
公
平
や
裁
判
の
適
正
・
迅
速
の
理
念
に
よ
り
条
理

に
従
っ
て
決
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
管
轄
の
有
無
の

判
断
に
当
た
っ
て
は
、
応
訴
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
被
告

の
不
利
益
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
他
方
、
原

告
が
被
告
の
住
所
地
国
に
離
婚
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
に
つ
き

法
律
上
又
は
事
実
上
の
障
害
が
あ
る
か
ど
う
か
及
び
そ
の
程
度
を
も

考
慮
し
、
離
婚
を
求
め
る
原
告
の
権
利
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
の
な

い
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
判
示
し
て
、
例
外
的
な

事
情
に
つ
い
て
こ
そ
、
条
理
に
従
う
か
の
表
現
を
と
る
が
、
か
え
っ

て
、
そ
の
原
則
と
さ
れ
る
「
被
告
住
所
地
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
十

分
に
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
本
件
の
よ
う
な
身
分

関
係
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
管
轄
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
人

事
訴
訟
手
続
法
こ
そ
参
考
に
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同

法
は
、
「
婚
姻
ノ
無
効
若
ク
ハ
取
消
、
離
婚
又
ハ
其
取
消
ノ
訴
ハ
夫

婦
ガ
共
通
ノ
住
所
ヲ
有
ス
ル
ト
キ
ハ
其
住
所
地
、
夫
婦
ガ
最
後
ノ
共

通
ノ
住
所
ヲ
有
シ
タ
ル
地
ノ
地
方
裁
判
所
ノ
管
轄
区
域
内
二
夫
又
ハ

妻
ガ
住
所
ヲ
有
ス
ル
ト
キ
ハ
其
住
所
地
、
其
管
轄
区
域
内
二
夫
婦
ガ

住
所
ヲ
有
セ
ザ
ル
ト
キ
及
ビ
夫
婦
ガ
共
通
ノ
住
所
ヲ
有
シ
タ
ル
コ
ト

ナ
キ
ト
キ
ハ
夫
又
ハ
妻
ガ
普
通
裁
判
籍
ヲ
有
ス
ル
地
又
ハ
其
死
亡
ノ

時
二
之
ヲ
有
シ
タ
ル
地
ノ
地
方
裁
判
所
ノ
管
轄
二
専
属
ス
但
縁
組
事

件
二
附
帯
シ
テ
婚
姻
ノ
取
消
、
離
婚
又
ハ
其
取
消
ノ
請
求
ヲ
為
ス
場

合
ハ
此
限
二
在
ラ
ス
」
と
し
て
、
婚
姻
事
件
の
管
轄
が
、
い
わ
ゆ
る

婚
姻
住
所
・
共
同
生
活
地
を
基
準
と
し
て
発
生
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
る
。
こ
れ
は
、
当
事
者
の
応
訴
の
負
担
、
手
続
の
迅
速
、
適
正
と

い
っ
た
、
手
続
的
な
要
請
は
、
婚
姻
関
係
事
件
で
は
後
退
し
て
、
身

分
関
係
の
変
更
と
い
う
実
体
関
係
の
要
素
が
管
轄
を
決
定
す
る
こ
と
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を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
お
よ
そ
管
轄
の
決
定
が
実
体
権
の
行
使
の
態
様
に
よ
り

決
定
さ
れ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
当
然
の
事
と
い
え
る
。
財
産
関
係

に
関
し
て
、
義
務
の
履
行
地
（
実
体
権
の
行
使
の
場
所
）
、
不
法
行

為
地
（
実
体
権
の
発
生
地
）
、
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
消

息
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
こ
の
点
に
関
す
る
、
夫
婦
の
い
ず
れ
の
住
所
地
国
に
も
管
轄
を
認

め
る
見
解
、
被
告
の
住
所
地
国
の
み
に
管
轄
を
認
め
る
と
す
る
見
解

及
び
、
被
告
の
住
所
地
国
の
管
轄
を
原
則
と
し
つ
つ
、
遺
棄
・
行
方

不
明
な
ど
特
別
な
事
情
の
あ
る
と
き
に
の
み
、
原
告
の
住
所
地
国
に

管
轄
を
認
め
る
と
い
う
見
解
の
い
ず
れ
も
が
、
身
分
関
係
の
形
成
と

い
う
実
体
を
無
視
し
た
、
手
続
的
な
考
慮
だ
け
に
偏
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
、
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
問
題
は
、
実
体
関
係
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
離
婚
請
求
の
場
所
で

あ
り
、
当
事
者
の
訴
訟
追
行
の
便
宜
は
事
柄
の
性
質
上
、
後
退
す
る

と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
婚
姻
事
件
に
お

け
る
国
際
裁
判
管
轄
の
原
則
は
被
告
住
所
地
主
義
で
は
な
く
、
婚
姻

生
活
地
ま
た
は
共
同
生
活
地
主
義
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
本
件
判
旨
に
は
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
と
は
い
え
、
本
件
で
は
日
本
国
内
に
お
い
て
、
共
同
生
活
を
し
た

こ
と
が
な
い
た
め
、
「
共
通
ノ
住
所
ヲ
有
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
ト
キ
」

に
該
当
し
て
、
「
夫
又
ハ
妻
ガ
普
通
裁
判
籍
ヲ
有
ス
ル
地
」
で
あ
る
、

我
国
の
裁
判
所
に
、
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
論
は

一
致
す
る
。
な
お
、
あ
え
て
付
言
す
れ
ば
、
管
轄
は
裁
判
権
と
い
う

国
家
主
権
の
行
使
の
一
態
様
で
あ
る
か
ら
、
「
我
国
が
裁
判
で
き
る

か
否
か
」
の
み
が
問
題
で
あ
り
、
他
国
が
当
該
事
件
に
つ
き
管
轄
を

有
す
る
か
否
か
を
、
我
国
の
立
法
を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
は
不
可
能

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
国
の
い
ず
れ
か
の
地
に
、

共
同
生
活
地
が
あ
れ
ば
そ
こ
が
管
轄
す
る
べ
き
で
あ
る
と
、
我
国
が

定
め
る
こ
と
は
無
意
味
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
判
旨
が
指
摘
す
る
二
〇
〇
条
二
号
に
は
「
敗
訴
ノ
被
告
力
日
本
人

ナ
ル
場
合
二
於
テ
公
示
送
達
二
依
ラ
ス
シ
テ
訴
訟
ノ
開
始
二
必
要
ナ

ル
呼
出
若
ハ
命
令
ノ
送
達
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
又
ハ
之
ヲ
受
ケ
サ
ル
モ

応
訴
シ
タ
ル
コ
ト
」
（
新
民
訴
一
一
八
条
も
同
旨
）
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
訴
訟
開
始
の
呼
び
出
し
に
つ
い
て
特
に
さ
だ
め
た

手
続
的
基
本
権
の
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
本
件
原

告
は
、
公
示
送
達
に
よ
っ
て
呼
び
出
し
を
受
け
て
は
い
る
が
、
あ
た

か
も
こ
れ
に
対
抗
す
る
ご
と
く
、
前
後
し
て
、
我
国
で
離
婚
訴
訟
を

提
起
し
て
い
る
。
本
件
被
告
が
、
ド
イ
ツ
で
原
告
と
し
て
提
起
し
た

離
婚
の
訴
に
対
し
て
、
当
該
ド
イ
ツ
判
決
は
そ
の
請
求
を
容
れ
て
い

る
点
で
、
本
件
原
告
が
形
式
的
に
は
敗
訴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
結
果
的
に
は
、
本
件
原
告
が
望
ん
だ
離
婚
が
認
め
ら
れ
て
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い
る
点
で
、
実
質
的
に
「
敗
訴
日
本
人
被
告
」
と
い
い
う
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
号
の
要
件

が
達
成
し
よ
う
と
し
た
、
応
訴
の
機
会
の
保
障
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
と
は
、
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
あ
え
て
日
本

で
の
離
婚
に
固
執
す
る
の
は
、
長
女
A
の
処
遇
の
点
に
つ
い
て
争
う

た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
子
の
監
護
の
問
題
は
、
離
婚
と

は
切
断
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
の
た
め
に
、
離
婚
判

決
を
承
認
し
な
い
こ
と
に
も
疑
問
が
残
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
判
旨
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
条
二
号
に
反
す
る
た
め

に
、
本
件
ド
イ
ツ
判
決
が
承
認
さ
れ
る
な
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

結
果
、
判
旨
の
例
外
事
象
と
し
て
の
説
明
は
成
り
立
た
た
な
い
。
こ

の
た
め
、
本
件
ド
イ
ツ
判
決
が
承
認
で
き
な
い
か
ら
、
我
国
に
国
際

裁
判
管
轄
を
認
め
る
と
い
う
判
旨
の
論
理
は
、
そ
の
根
拠
を
失
い
、

結
論
は
逆
転
す
る
虞
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
十
分
な
検
討
を

な
す
べ
き
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
　
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
間
接
管
轄
を
否
定

す
る
理
由
は
見
あ
た
ら
な
い
。
以
上
総
合
し
て
、
渉
外
離
婚
訴
訟
に

つ
い
て
、
被
告
住
所
地
を
原
則
と
す
る
点
、
二
〇
〇
条
の
適
用
に
つ

い
て
の
、
十
分
な
考
慮
が
な
か
っ
た
点
、
二
〇
〇
条
二
号
の
適
用
に

よ
り
本
件
外
国
離
婚
判
決
を
承
認
し
な
か
っ
た
点
の
い
ず
れ
に
つ
い

て
も
首
肯
す
る
事
が
で
き
な
い
。

（
1
）
　
民
集
一
八
巻
三
号
四
八
六
頁
。

（
2
）
　
家
裁
月
報
一
六
巻
八
号
七
八
頁
。

（
3
）
　
田
村
「
離
婚
の
国
際
裁
判
管
轄
権
」
渉
外
判
例
一
〇
〇
選
第
二

版
一
九
〇
頁
。

（
4
）
　
た
と
え
ば
、
那
覇
家
裁
五
一
年
二
月
六
日
審
判
は
、
原
告
が
日

本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
を
理
由
に
管
轄
権
を
認
め
た
。

（
5
）
　
久
保
「
国
際
離
婚
事
件
に
関
す
る
わ
が
裁
判
権
」
一
橋
論
叢
三

　
六
巻
号
二
頁
、
海
老
沢
「
国
際
離
婚
法
三
題
」
国
際
私
法
の
基
本

問
題
［
久
保
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
］
三
二
〇
頁
。

（
6
）
　
江
川
（
旧
説
）
「
国
際
私
法
に
お
け
る
裁
判
管
轄
」
法
協
六
〇

　巻三号一六

頁
。

（
7
）
　
江
川
・
国
際
私
法
［
改
訂
］
二
七
四
頁
、
池
原
「
離
婚
に
関
す

　
る
国
際
私
法
上
の
二
、
三
の
問
題
」
家
裁
月
報
四
巻
一
二
号
六
頁
、

　
溜
池
「
離
婚
・
別
居
」
国
際
私
法
講
座
二
巻
五
七
九
頁
。

（
8
）
　
多
喜
「
本
件
評
釈
」
ジ
ュ
リ
重
判
平
成
八
年
度
二
八
八
頁
。

（
9
）
　
江
川
「
外
国
離
婚
判
決
の
承
認
」
立
教
法
学
一
号
二
七
頁
、
東

京
地
判
昭
和
三
六
年
三
月
一
五
日
下
民
集
一
二
巻
三
号
四
八
六
頁
。

（
1
0
）
　
久
保
「
日
米
国
際
離
婚
の
先
例
点
描
」
国
際
身
分
法
の
研
究
一

　
二
一
頁
、
松
岡
「
外
国
離
婚
判
決
の
承
認
に
つ
い
て
」
阪
大
法
学
八

　
六
号
二
頁
、
横
浜
地
判
昭
和
四
六
年
九
月
七
日
判
時
六
六
五
号
七
五

　頁。

（
1
1
）
　
山
田
（
錬
）
「
渉
外
判
例
研
究
」
ジ
ュ
リ
ニ
八
七
号
一
〇
一
頁
、

林
脇
ジ
ュ
リ
五
二
二
号
一
二
二
頁
、
東
京
地
判
昭
和
四
六
年
一
二
月
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一
七
日
判
時
六
六
五
号
七
二
頁
。

（
1
2
）
　
木
棚
「
外
国
離
婚
判
決
の
承
認
に
関
す
る
一
考
察
」
立
命
館
法

学
一
三
七
号
三
一
頁
。

（
1
3
）
昭
和
五
六
年
一
〇
月
一
六
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
三
五
巻

　
七
号
一
二
二
四
頁
。

（
1
4
）
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
離
婚
の
裁
判
管
轄
は
婚
姻
住
所
地
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
直
接
管
轄
に
関
す
る
問
題

　
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
間
接
管
轄
の
有
無
を
判
断
す
る
場
合
に
、
直

接
管
轄
の
基
準
を
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。
管

轄
の
判
断
自
体
も
ま
た
、
相
手
国
の
判
断
で
あ
る
点
で
、
尊
重
さ
れ

　
る
べ
き
で
あ
り
、
間
接
管
轄
の
判
断
は
、
緩
や
か
に
解
す
る
べ
き
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
間
接
管
轄
を
理
由
と
し
て
、
本
件
ド
イ
ツ
判

決
を
承
認
で
き
な
い
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
な
お
、
間
接
管
轄

　
の
判
断
基
準
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
間
接
管
轄
に
関
す
る
若
干
の
考

察
」
杏
林
社
会
科
学
研
究
三
巻
二
号
一
〇
頁
以
下
参
照
。
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